こども未来図 感染症の予防及びまん延の防止のための指針
作成日: 令和6年4月
事業所名: こども未来図
1. 施設としての基本的考え方
こども未来図は、感染症に対し利用児および職員の健康被害を未然に防止し、また被害の拡大を抑制するために、事業所として対策方針および管理体制並びに対策基準等を明文化し、感染症に対する職員等の理解と必要な義務について認識を高めることを基本方針とします。
· 常に感染症の動向について注視し、情報把握に努めること。
· 常に利用児・者、職員等の健康状態に注意を払い、異常がある場合には、その情報が集約できるよう努めること。
· 常に施設内の衛生状態をチェックし、衛生管理に努めること。
· 感染症疑い症状のある患者が発生した場合には、直ちに対応できる体制を事前に構築しておくこと。

2. 感染症対策委員会の設置と運営
事業所内に感染症対策を担うための委員会を設置し、おおむね6か月に1回以上定期的に開催するとともに、感染者が発生した場合は臨時に開催します。委員会の結果は全職員に周知徹底します。
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委員会の所掌事務
· 感染症情報の共有
· 利用児・者および職員等に感染症または疑いのある患者が発生した場合の対応の検討と指示
· 状況による、行政・関係機関への報告と指示の仰ぎ
· 感染情報について職員および利用児等への周知指導
· 施設内の衛生管理課題についての協議検討
· 感染症対策に関する施設内研修等の企画
· 本指針およびマニュアルの管理、見直し

3. 職員研修および訓練の実施
管理者は、職員等に対し本指針の趣旨と感染症対策の実務に対する知識を深めるため、定期的に研修および訓練（シミュレーション）を実施します。
· 研修の実施: 感染症の予防およびまん延の防止に関する研修を、年2回以上および新規採用時に実施します。
· 訓練の実施: 感染症発生時を想定した訓練（シミュレーション）を、年2回以上実施します。

4. 平時の対策（日常の衛生管理）
感染発生のリスクを最小限に抑えるため、以下の衛生管理を徹底します。
· 手指消毒・マスクの着用: 入所時における手指消毒の励行、マスクの着用を基本とします。
· 定期的な消毒: トイレ・ドアノブ・手すり・机・椅子・遊具・玩具・送迎車等の1日1回以上の定期消毒（アルコール消毒等）を実施します。
· 定期的な換気: 天候等で困難な場合を除き、1時間ごとに10分から30分程度の間隔で換気を実施します。
· 健康状態の把握: 職員および利用児・者は毎朝検温し、事業所入所時にも必ず検温・体調確認を行います。異常を認めた時は速やかに管理者に申告します。

5. 感染症等が発生した場合の対応
利用児・者や職員に感染症が疑われる症状が発生した場合は、速やかに以下の手順で対応します。
1. 報告と初動対応: 発見者は速やかに管理者に報告し、指示を仰ぎます。管理者は所要の予防措置（マスク・手袋等）を講じた上で状態を確認します。排泄物・嘔吐物の処理が必要な場合は、適切な予防措置の上で処理を行います。
2. 医療機関への受診・連携: 責任者が医療措置の必要性を認めた時は、直ちに医療機関に連絡を取り受診を促します。
3. 臨時の委員会開催・情報把握: 感染症の疑いが強いと診断された場合、管理者は臨時の委員会開催を要請し、利用児の健康状態等の調査と拡大防止対策を協議します。
4. 行政への報告: 以下の基準に該当する集団感染の疑いがある場合は、速やかに「感染症等（疑）発生報告書」を作成し、旭川市保健所等へ報告を行います。
集団感染の報告基準
· 同一の感染症と疑われる症状の患者が施設内で、10名以上あるいは職員・入所者の半数以上に発生した場合
· 重篤な症状となった患者が1週間内に2名以上発生した場合

6. 業務継続計画（BCP）との連携
感染症発生時には、本指針および別途定める「感染症対策BCP（業務継続計画）」に基づき、利用者へのサービス提供を継続、または早期に再開するための体制を確保します。関係機関との連携を図りながら、事業所として統一した対応を行います。

